
 

 

 

 

 

 

和木町 

子ども・子育て支援に関する 

ニーズ調査報告書 

【小学生児童用】 

 

 

 

 

令和元年９月 

山口県玖珂郡和木町 

 

 
 

 

 

 



 

 



 

 

 

もくじ 
第１章 調査概要 .............................................................................................................................................................................................................................. 5 

１．調査の目的 ......................................................................................................................................................................................................................... 5 

２．調査対象 .............................................................................................................................................................................................................................. 5 

３．調査方法等 ......................................................................................................................................................................................................................... 5 

４．調査回収状況 .................................................................................................................................................................................................................... 5 

５．報告書の見方 .................................................................................................................................................................................................................... 5 

第２章 小学生児童用アンケート調査結果 ....................................................................................................................................................................... 6 

■お住まいの地域について ................................................................................................................................................................................................ 6 

■あて名のお子さんとご家族の状況について ........................................................................................................................................................ 6 

■あて名のお子さんの育ちをめぐる環境について .............................................................................................................................................. 8 

■お父さん・お母さんの就労状況について ......................................................................................................................................................... 10 

■放課後児童クラブなどの子育て支援サービスの利用について ............................................................................................................ 15 

■あて名のお子さんの病気の際の対応について ............................................................................................................................................... 20 

■地域で障がいのある子どもを育むために必要なことについて ............................................................................................................ 23 

■あて名のお子さんに対する教育や遊びについて .......................................................................................................................................... 24 

■子育てに対する意識、経験等について .............................................................................................................................................................. 28 

■和木町で子育てを続けることについて .............................................................................................................................................................. 32 

 

 





 

5 

第１章 調査概要 

１．調査の目的 

教育・保育事業及び地域の子育て支援事業の現在の利用状況と今後の利用意向、保護者の子育て支援に関する考え、

要望を把握し、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みを推計するとともに、和木町第２期子ども・

子育て支援事業計画に反映することを目的として実施した。 

 

２．調査対象 

①就学前児童 和木町に在住している就学前児童の保護者 299 名 

②小学生児童 和木町に在住している小学生児童の保護者 324 名 

 

３．調査方法等 

（１）調査方法 

①就学前児童 

（ア）保育所、認定こども園に通う児童・・・保育所、認定こども園を通じて配付・回収 

（イ）保育所、認定こども園を利用していない児童・・・郵送配付・郵送回収 

②小学生児童 

（ア）町内の学校へ通学している児童・・・小学校を通じて配付・回収 

（イ）町外の学校へ通学している児童・・・郵送配付・郵送回収 

  

（２）調査期間 

 令和元年６月７日～６月 28 日 

 

４．調査回収状況 

対象者 対象者数 回収数 回収率 有効回収数 有効回収率 

就学前児童の保護者 299 人 228 票 76.3％ 227 票 75.9％ 

小学生児童の保護者 324 人 268 票 82.7％ 268 票 82.7％ 

合 計 623 人 496 票 79.6％ 495 票 79.5％ 

 

５．報告書の見方 

（１）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数点以下第 2 位を四捨五

入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場合がある。 

 

（２）回答の比率は、回答者ベースで算出しているため、複数の回答を求めた設問では、計の値は回答者数となってお

り、割合の合計は 100.0％にならない。 

 

（３）複数の回答を求めた質問の無回答は、いずれの回答肢にも○をしなかった人を示す。 

 

（４）調査結果における「ｎ」「SA」「MA」「FV」はそれぞれ以下の通りとなる 

 ｎ：サンプル数 SA：単一回答 MA：複数回答 FV：自由回答 
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第２章 小学生児童用アンケート調査結果 

■お住まいの地域について 

（１）問１ お住まいの地区はどちらですか。（n=268）SA 

「和木」が 75.0％、「瀬田」が20.5％、「関ヶ浜」が 4.1％となっています。 

 

■あて名のお子さんとご家族の状況について 

（１）問２ あて名のお子さんの学年についておうかがいします。（n=268）SA 

「１年生」が24.6％で最も高く、次いで「２年生」が20.9％、「４年生」が17.2％と続いています。 

 

 

（２）問３① お子さんの人数（n=268）FV 

「２人」が 47.4％で最も高く、次いで「3 人以上」が36.2％、「１人」が15.3％と続いています。 

       

  

◇２人以上のお子さんがいる方のみ 

（３）問３② 末子の年齢（平成 31年 4 月 1 日現在）（n=224）FV 

「９歳～１１歳」が 25.9％で最も高く、次いで「６～８歳」が 25.0％、「０～２歳」が23.7％と続いています。 

 

 

75.0%

20.5%

4.1%

0.4%

268

和木

瀬田

関ヶ浜

無回答

24.6%

20.9%

14.2%

17.2%

12.3%

10.4%

0.4%

268

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

15.3%

47.4%

36.2%

1.1%

268

１人

２人

３人以上

無回答

23.7%

21.4%

25.0%

25.9%

4.0%

224

0～2歳

3～5歳

6～8歳

9～11歳

無回答
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（４）問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（n=268）SA 

「母親」が 93.7％、「父親」が5.6％となっています。 

 

（５）問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（n=268）SA 

「配偶者がいる」が 86.9％、「配偶者はいない」が11.6％となっています。 

 

 

（６）問６ あて名のお子さんの身の回りの世話（教育含む）などを主にしている方はどなたですか。

（n=268）SA 

「父母ともに」が 54.9％で最も高く、次いで「主に母親」が 44.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.7%

5.6%

0.7%

268

母親

父親

その他

無回答

86.9%

11.6%

1.5%

268

配偶者がいる

配偶者はいない

無回答

54.9%
44.0%

0.4%0.4%
0.4%

268

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答
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■あて名のお子さんの育ちをめぐる環境について 

（１）問７ 日頃、あて名のお子さんを預かってもらえる人はいますか。（n=268）MA 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」が 52.2％で突出しています。次いで「日常的

に祖父母等の親族に預かってもらえる」が29.1％と続いています。 

 

 

◇問７で「日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる」・「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預

かってもらえる」と答えた方のみ 

（２）問７-１ 祖父母等の親族に預かってもらっている状況について、おうかがいします。（n=206）MA 

「祖父母等の親族が孫を預かることについては、特に問題はない」が 68.9％で突出しています。次いで「祖父母等

の親族の身体的負担が大きく心配である」が19.4％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

同居している。 ２ 

他県に住んでいるので、数日前からお願いしておかないと手助けし

てもらうのは、難しい。 
１ 

ほぼ全く預けたことはない。 １ 

遠方なため、よほどの時のみ預ける。 １ 

祖父母の体調面があるので、いつでも預かってもらう状況ではない。 １ 

子どもが預かってもらうことを嫌がる。 １ 

仕事を早退、もしくは休んでもらっている。 １ 

ほとんど預かってもらったことはない。いざという時はお願いでき

るが、いつも家にいないので、あてにならない。 
１ 

あまり親の世話になりたくない。自分でできることは自分でやりたい。 １ 

 

【n=268】 (％)

日常的に祖父母等の親族に預かっ
てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母
等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・
知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども
を預けられる友人・知人がいる

いずれもない

無回答

29.1

52.2

3.7

14.6

11.6

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0

【n=206】 (％)

祖父母等の親族が孫を預かることに
ついては、特に問題はない

祖父母等の親族の身体的負担が
大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や
精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をか
けていることが心苦しい

その他

無回答

68.9

19.4

13.1

17.5

5.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問７で「日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる」・「緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられ

る友人・知人がいる」と答えた方のみ 

（３）問７-２ 友人や知人に預かってもらっている状況について、おうかがいします。（n=44）MA 

「友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない」が 54.5％で最も高く、次いで「自分たち親の立

場として、負担をかけていることが心苦しい」が 29.5％と続いています。 

 

 

（４）問８ お子さんの身の回りの世話（教育含む）などに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。（n=268）MA 

「祖父母等の親族」が 80.2％で最も高く、次いで「友人や知人」が 69.0％、「学校の教諭・職員など」が 20.1％

と続いています。 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 内 容 類似回答数 

配偶者 2 ソーシャルワーカー １ 

習いごとの先生 １ 放課後デイサービス １ 

相談支援事業所 １ 

【n=44】 (％)

友人・知人に預かってもらうことにつ
いては、特に問題はない

友人・知人の身体的負担が大きく心
配である

友人・知人の時間的制約や精神的
な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をか
けていることが心苦しい

その他

無回答

54.5

11.4

20.5

29.5

0.0

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0

【n=268】 (％)

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（子育て支
援センター等）・NPO

保健相談センター

学校の教諭・職員

児童館の職員

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当
窓口

その他

気軽に相談できる先は特に
ない

無回答

80.2

69.0

16.8

0.7

1.5

20.1

1.1

0.0

6.3

0.0

2.6

3.0

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0



 

10 

■お父さん・お母さんの就労状況について 

（１）問９（１） お母さんの現在の就労状況を（自営業、家事従事者を含む）おうかがいします。

（n=268）SA 

「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 43.3％で最も高く、次いで「フル

タイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が31.3％、「以前は就労していたが、現在は就労していな

い」が 19.8％と続いています。 

 

 

◇問９（１）で「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」・「フルタイムで就労してお

り、産休・育休・介護休業中である」・「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」・「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である」と答えた方のみ 

（２）問９（１）-１ お母さんの週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、

土曜日・日曜日の勤務状況をお答えください。（n=205）SA 

お母さんの 1 週当たりの就労日数は、「５日」が 59.0％で最も高く、次いで「４日」が19.5％と続いています。ま

た、1 日当たりの就労時間は、「8 時間以上」が 44.4％で最も高く、次いで「５時間」が13.7％と続いています。 

土曜日の勤務は、「ない」が 49.3％で最も高く、次いで「不定期にある」が 28.8％と続いています。また、日曜日

の勤務では、「ない」が 66.8％で最も高く、次いで「不定期にある」が 19.0％と続いています。 

 

【１週当たりの就労日数】（FV）        【１日当たりの就労時間】（FV） 

    

 

【土曜日・日曜日の勤務】（SA） 

①土曜日                       ②日曜日 

       

 

 

 

31.3%

1.1%

43.3%

0.7%

19.8%

2.6%

1.1%

268

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

2.9%

11.2%

19.5%

59.0%

6.3%

1.0%

205

１日 ２日

３日 ４日

５日 ６日

７日 無回答

3.9%
12.7%

13.7%

12.7%

11.7%

44.4%

1.0%

205

３時間以下 ４時間

５時間 ６時間

７時間 ８時間以上

無回答

49.3%

19.5%

28.8%

2.4%

205

ない

定期的にある

不定期にある

無回答

66.8%
6.3%

19.0%

7.8%

205

ない

定期的にある

不定期にある

無回答
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（３）問９（１）-２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（n=205）FV 

お母さんが家を出る時間は、「８時台」が 56.1％で最も高く、次いで「９時台」が 19.0％と続いています。また、

帰宅時間は、「１８時台」が33.7％で最も高く、次いで「１７時台」が22.9％と続いています。 

 

【家を出る時間】                                  

  上段：人数 下段：割合 

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 １０時台 １１時台 
１２時～

１７時台 

１８時 

以降 
無回答 合 計 

2 1 34 115 39 5 2 5 0 2 205 

1.0 0.5 16.6 56.1 19.0 2.4 1.0 2.4 0.0 1.0 100.0 

  

【帰宅時間】                                             

  上段：人数 下段：割合 

12 時以前 12 時台 13 時台 14 時台 15 時台 16 時台 17 時台 18 時台 

2 5 11 13 19 26 47 69 

1.0 2.4 5.4 6.3 9.3 12.7 22.9 33.7 
  

19 時台 20 時台 21 時台 22 時以降 無回答 合 計 

8 2 0 1 2 205 

3.9 1.0 0.0 0.5 1.0 100.0 

  

 

（４）問９（１）-３ あて名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（n=205）SA 

「働いていなかった」が 56.1％で最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が 26.8％と続いています。 

 

 

（５）問９（２） お父さんの現在の就労状況を（自営業、家事従事者を含む）おうかがいします。

（n=268）SA 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 69.8％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.1%
26.8%

16.6%
0.5%

205

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

69.8%0.4%

0.7%

29.1%

268

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答
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◇問９（２）で「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」・「フルタイムで就労しており、育

休・介護休業中である」・「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」・「パート・

アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中である」と答えた方のみ 

（６）問９（２）-１ お父さんの週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、

土曜日・日曜日の勤務状況をお答えください。（n=188）SA 

お父さんの1 週当たりの就労日数は、「５日」が 63.3％で最も高く、次いで「６日」が31.4％と続いています。ま

た、1 日当たりの就労時間は、「8 時間以上」が 94.7％で突出しています。 

土曜日の勤務は、「不定期にある」が58.0％で最も高く、次いで「定期的にある」が 24.5％と続いています。また、

日曜日の勤務は「不定期にある」が51.1％で最も高く、次いで「ない」が 33.5％と続いています。 

 

【１週当たりの就労日数】（FV）         【１日当たりの就労時間】（FV） 

    

【土曜日・日曜日の勤務】（SA） 

①土曜日                   ②日曜日 

         

 

（７）問９（２）-２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（n=188）FV 

お父さんが家を出る時間は、「７時台」が 43.6％で最も高く、次いで「６時台」が 21.8％と続いています。また、

帰宅時間は、「18 時台」が35.6％で最も高く、次いで「19 時台」が19.7％と続いています。 

 

【家を出る時間】                                  

  上段：人数 下段：割合 

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時台 11時台 
12時～

17時台 

18時 

以 降 
無回答 合 計 

14 41 82 33 6 0 0 1 0 11 188 

7.4 21.8 43.6 17.6 3.2 0.0 0.0 0.5 0.0 5.9 100.0 

  

【帰宅時間】                                    

  上段：人数 下段：割合 

12 時以前 12 時台 13 時台 14 時台 15 時台 16 時台 17 時台 18 時台 

3 0 0 0 8 12 13 67 

1.6 0.0 0.0 0.0 4.3 6.4 6.9 35.6 
  

19 時台 20 時台 21 時台 22 時以降 無回答 合 計 

37 16 12 8 12 188 

19.7 8.5 6.4 4.3 6.4 100.0 

1.1%

63.3%

31.4%

1.6%2.7%

188

１日 ２日

３日 ４日

５日 ６日

７日 無回答

0.5%
1.6%

94.7%

3.2%

188

３時間以下 ４時間

５時間 ６時間

７時間 ８時間以上

無回答

15.4%

24.5%
58.0%

2.1%

188

ない

定期的にある

不定期にある

無回答

33.5%

9.0%

51.1%

6.4%

188

ない

定期的にある

不定期にある

無回答
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（８）問９（２）-３ あて名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（n=188）SA 

「取得していない」が94.1％で最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が 3.7％と続いています。 

 

 

◇問９（１）または問９（２）で「パート・アルバイト等で就労しており、（産休）・育休・介護休業中ではな

い」・「パート・アルバイト等で就労しており、（産休）・育休・介護休業中である」と答えた方のみ 

（９）問 10 フルタイムへの転換希望はありますか。（母親 n=118 父親 n=1）SA 

母親では「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 41.5％で最も高く、次いで「フルタイムへの転換

希望はあるが、実現できる見込みはない」が 17.8％と続いています。 

①母親（n=118）      ②父親（n=１） 

 

 

◇問９（１）または問９（２）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」・「これまでに就労したこ

とがない」と答えた方のみ 

（10）問 11 就労したいという希望はありますか。希望があればその就労形態もお答えください。  

（母親 n=60 父親ｎ=１）SA 

①母親（n=60） 

「1 年より先、一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」が 41.7％で最も高く、次いで「子育てや家事

などに専念したい（就労の予定はない）」が25.0％と続いています。 

 

 

◇問 11 で「１年より先、一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」と答えた方のみ 

【子どもが大きくなった頃に就労を希望する際の子どもの年齢】（n=25）FV              

「６～８歳」が 36.0％で最も高くなっています。 

  上段：人数 下段：割合 

1 歳以下 2～3 歳 4～5 歳 6～8 歳 9～12 歳 13 歳以上 無回答 合 計 

0 2 5 9 4 4 1 25 

0.0 8.0 20.0 36.0 16.0 16.0 4.0 100.0 

 

0.5%

3.7%

94.1%

1.6%

188

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

5.1%

17.8%

41.5%

2.5%

33.1%

118

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

25.0%

41.7%

21.7%

11.7%

60

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが〇〇歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

100.0%

1

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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◇問 11 で「すぐにでも、もしくは1 年以内に就労したい」と答えた方のみ 

【希望する勤務形態】（n=38）SA 

「パートタイム、アルバイト等」が 52.6％と高くなっています。 

 

【パートタイム、アルバイト等の場合の１週当たりの希望勤務日数】（n=20）FV 

「４日」が40.0％で最も高くなっています。 

  上段：人数 下段：割合 

3 日 4 日 5 日 無回答 合 計 

4 8 7 1 20 

20.0 40.0 35.0 5.0 100.0 
  

   

 

【パートタイム、アルバイト等の場合の１日当たりの希望勤務時間】（n=20）FV 

「５時間」が 50.0％で最も高くなっています。 

  上段：人数 下段：割合 

3 時間以下 4 時間 5 時間 6 時間 7 時間 無回答 合 計 

0 7 10 3 0 0 20 

0.0 35.0 50.0 15.0 0.0 0.0 100.0 

 

②父親（n=１） 

  回答者なし 

 

◇問 11 で「子育てや家事などに専念したい」と答えた方のみ 

（11）問 12 現在働いていない理由は何ですか。（n=16）SA 

「その他」が 62.5％で最も高く、次いで「働きながら子育てできる適当な仕事がない」が 25.0％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

夫が交代勤務のため、実家が遠方のため、子どもが急な病気になった

時など頼れない、習い事につれて行くため。 
１ 

父、息子が交替者のため、時間がバラバラで子育てを大切に思うと働

くことは考えられない。心の成長が大切だと思っているので。 
１ 

上の子どもに障害があるため。 １ 

時々家業を手伝っているので。 １ 

私的理由。 １ 

持病があるので働けない。 １ 

町営住宅に住んでいて、家賃が上がるため働けない。 １ 

7.9%

52.6%

39.5%

38

フルタイム

パートタイム、アルバイト等

無回答

25.0%

12.5%62.5%

16

放課後児童クラブなどが利用できれば就労したい

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

その他

無回答
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■放課後児童クラブなどの子育て支援サービスの利用について 

（１）問 13 あて名のお子さんについて、現在、放課後の時間をどのような場所で過ごしていますか（現

状）。（n=268）MA 

「自宅」が 73.9％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、クラブ活動、学習塾など）」が 47.8％、「放課後児童

クラブ[わきっこクラブ]」が28.4％と続いています。 

 

 

 

【過ごしている日数】FV 

 

 

◇問 13 で「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」と答えた方のみ 

【過ごしている時間帯（終了時間）】（n=76）FV 

現状の放課後児童クラブ[わきっこクラブ]を利用している時間帯（終了時間）は「18 時台」が39.5％で最も高

く、次いで「17 時台」が36.8％と続いています。 

  上段：人数 下段：割合 

１６時以前  １６時台 １７時台 １８時台 １９時以降 無回答 合 計 

0 12 28 30 0 6 76 

0.0 15.8 36.8 39.5 0.0 7.9 100.0 

 

 

 

【n=268】 (％)

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、クラブ活
動、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室[わきあい
キッズ]

放課後児童クラブ[わきっこク
ラブ]

ファミリー・サポート・センター

その他（コミュニティセンター
（図書館）、公園など）

無回答

73.9

16.4

47.8

0.4

10.4

28.4

0.4

19.8

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

週１～２日 週３～４日 週５日以上 無回答

(％)

凡例

自宅 n=198

祖父母宅や友人・知人宅 n=44

習い事 n=128

児童館 n=1

放課後子ども教室[わきあいキッズ] n=28

放課後児童クラブ[わきっこクラブ] n=76

ファミリー・サポート・センター n=1

その他 n=53

24.7

40.9

56.3

92.9

9.2

52.8

25.8

52.3

39.8

3.6

39.5

100.0

37.7

48.0

4.5

3.1

50.0

9.4

1.5

2.3

0.8

100.0

3.6

1.3
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（２）問 14 あて名のお子さんについて、今後、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いま

すか（希望）。（n=268）MA 

「自宅」が 69.4％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、クラブ活動、学習塾など）」が 49.6％、「放課後児童

クラブ[わきっこクラブ]」が26.5％と続いています。 

 

 

 

【過ごさせたい日数】FV 

 
 

◇問 14 で「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」と答えた方のみ 

【過ごさせたい時間帯（終了時間）】（n=71）FV 

希望の放課後児童クラブ[わきっこクラブ]を利用したい時間帯（終了時間）は「18 時台」が 45.1％で最も高

く、次いで「17 時台」が31.0％と続いています。 

  上段：人数 下段：割合 

16 時以前  16 時台 17 時台 18 時台 19 時以降 無回答 合 計 

0 9 22 32 0 8 71 

0.0 12.7 31.0 45.1 0.0 11.3 100.0 

 

 

 

【n=268】 (％)

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、クラブ活
動、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室[わきあい
キッズ]

放課後児童クラブ[わきっこク
ラブ]

ファミリー・サポート・センター

その他（コミュニティセンター
（図書館）、公園など）

無回答

69.4

12.7

49.6

2.6

11.2

26.5

1.5

23.1

5.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

週１～２日 週３～４日 週５日以上 無回答

(％)

凡例

自宅 n=186

祖父母宅や友人・知人宅 n=34

習い事 n=133

児童館 n=7

放課後子ども教室[わきあいキッズ] n=30

放課後児童クラブ[わきっこクラブ] n=71

ファミリー・サポート・センター n=4

その他 n=62

29.0

61.8

60.9

57.1

83.3

14.1

50.0

54.8

26.9

29.4

32.3

28.6

10.0

35.2

50.0

30.6

40.3

2.9

4.5

46.5

8.1

3.8

5.9

2.3

14.3

6.7

4.2

6.5
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◇問 13 または問14 で「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」と答えた方のみ 

（３）問 15 あて名のお子さんについて、わきっこクラブの利用希望はありますか。（n=82）SA 

平日の放課後は、「１～３年生の間は利用したい」が 67.1％で最も高くなっています。また、土曜日、日曜日ともに

「利用希望はない」が最も高くなっています。 

 

①平日の放課後      ②土曜日        ③日曜日・祝日 

   

◇問 15 ①・②・⓷で「１～３年生の間は利用したい」・「4～6 年生になっても利用したい」と答えた方のみ 

【利用時間】FV 

希望開始時間では土曜日は、「８時台」が77.8％、日曜日でも「８時台」が83.3％とそれぞれ最も高くなっています。 

また、終了時間では平日は「18 時台」が 47.4％、土曜日は「17 時台」が 33.3％、日曜日・祝日は「17 時台」

が33.3％とそれぞれ最も高くなっています。 

＜開始時間＞ ①土曜日（n=18）             ②日曜日・祝日（n=6） 

          

＜終了時間＞ ①平日（n=78）      ②土曜日（n=18）       ③日曜日・祝日（n=６） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.1%

28.0%

4.9%

82

１～３年生の間は利用したい

４～６年生になっても利用したい

利用希望はない

無回答

13.4%

8.5%

69.5%

8.5%

82

１～３年生の間は利用したい

４～６年生になっても利用したい

利用希望はない

無回答

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

11.1

77.8

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

0.0

83.3

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

3.7%

3.7%

81.7%

11.0%

82

１～３年生の間は利用したい

４～６年生になっても利用したい

利用希望はない

無回答

(％)

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

11.5

33.3

47.4

2.6

0.0

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

16.7

0.0

16.7

16.7

0.0

33.3

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

0.0

5.6

5.6

22.2

5.6

33.3

22.2

5.6

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0
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（４）問 16 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中のわきっこクラブの利

用希望はありますか。（n=268）SA 

「利用希望はない」が 33.2％で最も高く、次いで「１～３年生の間は利用したい」が 21.3％と続いています。 

 

 

◇問 16 で「1～3 年生の間は利用したい｣・「4～6 年生になっても利用したい」と答えた方のみ 

【利用時間】（n=101）FV 

開始時間では、「８時台」が 73.3％で最も高くなっています。また、終了時間では「１８時台」が43.6％で最も高

く、次いで「１７時台」が 33.7％と続いています。 

＜開始時間＞                 ＜終了時間＞  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇問 13 で「放課後児童クラブ[わきっこクラブ]」と答えた方のみ 

（５）問 17 現在、通っているわきっこクラブに対してどのように感じていますか。（n=76）SA 

①施設・整備では「大変満足」が 53.9％で最も高く、②～⑨では「ほぼ満足」が最も高くなっています。 

 

21.3%

16.4%

33.2%

29.1%

268

１～３年生の間は利用したい

４～６年生になっても利用したい

利用希望はない

無回答

【n=76】
大変満足 ほぼ満足 やや不満 大変不満 無回答

(％)

凡例

⑤子どもへの接し方・支援内容

⑥病気やけがの時の対応

⑦保護者への情報伝達

⑧事故防止や災害時避難などの安全対策

⑨総合的な満足度

①施設・設備

②利用できる曜日や時間

③利用できる学年

④職員など配置状況（人員体制）

53.9

31.6

32.9

39.5

42.1

34.2

39.5

34.2

35.5

42.1

46.1

51.3

51.3

51.3

60.5

56.6

61.8

59.2

3.9

18.4

11.8

3.9

3.9

2.6

2.6

2.6

5.3

3.9

3.9

2.6

1.3

1.3

1.3

1.3

2.6

1.3

1.3

(％)

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

0.0

9.9

73.3

13.9

0.0

0.0

1.0

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

(％)

12時以前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

0.0

0.0

1.0

5.0

11.9

33.7

43.6

3.0

0.0

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0
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（６）問 18 現在、わきっこクラブを利用していない理由は何ですか。（n=268）MA 

「その他」が 27.2％で最も高く、次いで「現在就労しているが、放課後の短時間ならば子どもだけで大丈夫だと思う

から」が 22.4％、「現在就労しているが、子どもが放課後に習い事をしているから」が 11.2％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

就労していないため。 25 

就労しているが、子どもの帰宅時間には家にいるため。 ９ 

本人の希望。 ４ 

必要がないため。 ４ 

祖父母に預けられるため。 ４ 

高学年になり留守番ができるようになったから。 ２ 

自宅勤務のため。 ２ 

高学年は入れなかったため。 ２ 

放課後デイサービスを利用しているから。 １ 

3 年生まで利用していたが、高学年になって友達と遊ぶために利用を

やめた。 
１ 

就労中でも子どもが嫌がり、わきっこクラブの先生方の対応等に不安

があるため、利用したくない。 
１ 

親と子の絶対的な信頼関係を築くため。 １ 

長期休み中も宿題の時間を 30分しか与えて下さらないため不満です。 １ 

利用条件がわからない。 １ 

スポット対応で利用する予定。 １ 

以前利用していたが、合わなかったのでやめました。 １ 

子どもと施設の先生の意見が合わない。友達との付き合い方で意見を

おしつけられるが学校とも違うやり方で子どもが戸惑う。 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=268】 (％)

現在就労しているが、放課後児童クラブ
を知らなかったから

現在就労しているが、放課後児童クラブ
に空きがないから

現在就労しているが、放課後児童クラブ
の開所時間が短いから

現在就労しているが、利用料がかかる
から

現在就労しているが、子どもが放課後に
習い事をしているから

現在就労しているが、放課後の短時間
ならば子どもだけで大丈夫だと思うから

現在就労しているが、他の施設に預けて
いるから

その他

無回答

0.0

3.4

2.6

7.5

11.2

22.4

1.1

27.2

41.8

0.0 20.0 40.0 60.0
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（７）問 19 下記のサービスで知っているものや、これまでに利用したことがあるものはありますか。 

それぞれの項目について回答してください。（n=268）SA 

①児童館では「知らない」が 26.5％で最も高く、次いで「知っているが、利用したことはない」が 23.9％と続いて

います。 

②放課後児童クラブ（わきっこクラブ）では「これまで利用したことがある」が 34.7％で最も高く、次いで「知っ

ているが、利用したことはない」が32.8％と続いています。 

③教育相談センター・教育相談室では「知っているが、利用したことはない」が 39.9％で最も高く、次いで「知ら

ない」が 22.0％と続いています。 

④子育ての総合相談窓口では「知っているが、利用したことはない」が 35.4％で最も高く、次いで「知らない」が

29.1％と続いています。 

 

 

■あて名のお子さんの病気の際の対応について 

（１）問 20 この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで学校を休まなければならなかったことはあ

りますか。（n=268）SA 

「あった」が 67.9％を占めています。 

 

 

◇問 20 で「あった」と答えた方のみ 

（２）問 20-１ この１年間の対処方法とそれぞれの日数はおおむね何日ですか。（n=182）MA 

「母親が仕事を休んだ」が 63.7％で最も高く、次いで「就労していない保護者が看た」が 25.3％と続いています。 

 

【n=268】
今後利用したい これまで利用し

たことがある

知っているが、利

用したことはない
知らない 無回答

(％)

凡例

①児童館

②放課後児童クラブ（わきっこクラブ）

③教育相談センター・教育相談室

④子育ての総合相談窓口

2.2

5.2

0.7

0.7

14.6

34.7

4.5

1.5

23.9

32.8

39.9

35.4

26.5

22.0

29.1

32.8

27.2

32.8

33.2

67.9%

31.3%

0.7%

268

あった

なかった

無回答

【n=182】 (％)

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人

に預けた

就労していない保護者が
看た

仕方なく子どもだけで留守番

をさせた

その他

無回答

11.5

63.7

18.7

25.3

11.5

2.2

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

たまたま仕事が休みだった。 ２ 

職場が自宅なので。 １ 

休めないので薬を飲ませて学校へ行かせた。 １ 
 

【対応別の 1 年間の平均対応日数】 

対 応 回答数 平均日数 

母親が仕事を休んだ 116 3.5 

就労していない保護者が看た 46 3.9 

（同居者を含む）親族・知人に預けた 34 2.7 

父親が仕事を休んだ 21 3.0 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 21 2.0 

その他 4 3.0 

 

◇問 20-１で「父親が仕事を休んだ」・「母親が仕事を休んだ」・「（同居者を含む）親族・知人に預けた」と答

えた方のみ 

（３）問 20-２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。

（n=130）SA 

「利用したいと思わない」が 72.3％で最も高く、次いで「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」

が26.2％と続いています。 

 

【利用したい平均日数】  3.9 日 

 

◇問 20-２で「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と答えた方のみ 

（４）問 20-３ 病児・病後児を預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（n=34）MA 

「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 73.5％で最も高く、次いで「他の施設に併設した施設で子ど

もを保育する事業」が 41.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

病児、病後児でお願いできるところならどこでもいい。利用申込みしても「順番待ち」

と言われると結局どうなるかわからないので、仕事を休まざるを得ない。 
１ 

和木町内がありがたい。 １ 

26.2%

72.3%

1.5%

130

できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

【n=34】 (％)

他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併
設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育す
る事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場

所で保育する事業

その他

無回答

41.2

73.5

32.4

5.9

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問 20-２で「利用したいとは思わない」と答えた方のみ 

（５）問 20-４ 利用したいとは思わない理由は何ですか。（n=９４）MA 

「親が仕事を休んで対応する」が 61.7％で最も高く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 39.4％

と続いています。 

 
 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

祖父母に預けられるため。 ４ 

病児・病後児のための保育施設がどこにあるのかわからない。 ２ 

できる限りは親が対応したい。 １ 

利用に手続きや時間がかかる。当日の朝、発熱し、その日の仕事に間

に合うように預けれないため。 
１ 

病気で弱っている子を連れ出したくない。 １ 

病児、病後児と共に過ごすことで他の病にかかる可能性があるから。 １ 

手続き等が面倒。 １ 

病気の時、親がいるのが子どもにとって最善と思うし会社にも休み

やすい状況であるため。 
１ 

 

◇問 20-１で「就労していない保護者が看た」「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」「その他」と答えた方

のみ 

（６）問20-５ その際「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。（n=69）SA 

「できれば仕事を休んで看たい」が 43.5％で最も高く、次いで「休んで看ることは非常に難しい」が 17.4％と続い

ています。 

 

【仕事を休んで看たいと思った日数】  2.7 日 

  

【n=94】 (％)

病児・病後児を他人に看てもらうの

は不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用
可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

39.4

4.3

8.5

21.3

18.1

61.7

12.8

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

43.5%

17.4%

5.8%

33.3%

69

できれば仕事を休んで看たい

休んで看ることは非常に難しい

就労していない保護者が看るため休む必要はない

無回答
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◇問 20-５で「休んで看ることは非常に難しい」と答えた方のみ 

（７）問 20-６ 難しいと思われる理由は何ですか。（n=12）MA 

「子どもの看護を理由に休みがとれない」、「休暇日数が足りないので休めない」が 33.3％となっています。 

  

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

突発に休みが取りにくい。 １ 

 

■地域で障がいのある子どもを育むために必要なことについて 

（１）問 21 障がいのある子どもを育んでいくために必要だと思うことは何ですか。（n=268） 

「教育・保育施設、小学校（保育士や教師）などの一層の理解」が 78.0％で最も高く、次いで「共に学ぶ子どもと、

その保護者の一層の理解」が 69.8％と続いています。 

 

 

 

 

【n=12】 (％)

子どもの看護を理由に休みが
とれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め

ない

その他

無回答

33.3

16.7

33.3

25.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

【n=268】 (％)

教育・保育施設、小学校（保育士や教
師）などの一層の理解

共に学ぶ子どもと、その保護者の一層
の理解

障がいの有無にかかわらず、子どもたち
同士がふれあう機会や場の充実

放課後などの居場所づくり

差別や偏見をなくすための福祉教育や
広報活動の充実

何でも相談できる窓口をつくるなど、相
談体制の充実

行政からの福祉に関する情報提供の
充実

保健・医療・福祉のサービスの充実

いろいろなボランティア活動の育成

本人や家族の積極性

その他

無回答

78.0

69.8

59.7

29.5

49.6

47.0

32.1

40.3

23.5

30.2

2.6

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

親の休息する時間の確保。 １ 

外にでていきやすい環境づくり、バリアフリー化、エレベーター整備など。 １ 

障がいがあると一括りにしている時点で問題あり。様々な個性ととらえるべ

き。いろんな人が居てあたりまえの環境をつくる。ちなみにこの子もコミュ

ニケーション障害があります。 

１ 

どうしてもダメなものはダメなんだと割り切る心、（親の心構え）、差別と区

別は違うことを肝に銘じる。 
１ 

いじめがあったことを隠蔽しない。 １ 

子どもを障害があるからという理由で排除的な扱いはやめた方がいい。 １ 

療育センター。 １ 

 

■あて名のお子さんに対する教育や遊びについて 

（１）問 22 もしもお子さんに参加させるなら、どのような地域活動やサークルに参加させたいですか。

（n=268）MA 

「子どもの関心を広げることができる」が 51.9％で最も高く、次いで「さまざまな同世代の友達と出会うことがで

きる」が 43.3％、「礼儀や社会的マナーを教えてくれる」が 42.9％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

保護者の配車などが不必要な活動。 １ 

英会話（外人の子や家族と交流）。 １ 

異文化交流。 １ 

様々な国の子ども達とふれあう。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=268】 (％)

さまざまな同世代の友達と出

会うことができる

世代の異なる大人や子どもと

交流ができる

和木町の自然資源と触れ合

うことができる

礼儀や社会的マナーを教え
てくれる

子どもの関心を広げることが

できる

その他

無回答

43.3

23.9

11.6

42.9

51.9

1.5

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0
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（２）問 23 平日の放課後、お子さんをどこで遊ばせていますか。（n=268）MA 

「自宅」が 84.3％で最も高く、次いで「公園」が 64.9％、「子どもの友だちの家」が40.3％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

わきっこクラブ ８ 

旧幼稚園 ２ 

学童 １ 

こども園の園庭 １ 

瀬田分館 １ 

放課後預かり １ 

放課後デイサービス １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=268】 (％)

自宅

路地・道路

空き地や原っぱ

公園

学校等のグラウンド

子どもの友だちの家

親戚・知人の家

児童館

商業施設（スーパー・ゲーム
センター等）

コミュニティセンター（図書
館）

その他の公共建物

その他

無回答

84.3

8.6

13.1

64.9

37.7

40.3

11.9

3.4

2.6

25.4

3.0

6.0

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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（３）問 24 休日、お子さんをどこで遊ばせていますか。（n=268）MA 

「自宅」が 85.4％で最も高く、次いで「公園」が 73.9％、「商業施設（スーパー・ゲームセンター等）」が40.3％

と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

キャンプ場 １ 

動物園など １ 

旧幼稚園 １ 

習い事 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=268】 (％)

自宅

路地・道路

空き地や原っぱ

公園

学校等のグラウンド

子どもの友だちの家

親戚・知人の家

児童館

商業施設（スーパー・ゲーム
センター等）

コミュニティセンター（図書
館）

その他の公共建物

その他

無回答

85.4

9.3

7.8

73.9

22.4

34.0

25.0

1.5

40.3

21.3

9.7

2.2

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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（４）問 25 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じることがありますか。（n=268）MA 

「雨の日に遊べる場所がない」が 69.4％で最も高く、次いで「遊具などの種類が充実していない」が 41.4％、「思

いきり遊ぶための十分な広さがない」が 34.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

ボール遊び等ができる場所が少ない。 １２ 

遊び場が無いためか、住宅地、道路で集団で子どもが遊んでいて、大変危険。

保護者がいるのにその状態です。ボール遊びなど出来る場所が少なすぎるの

ではないかと思います。 

１ 

ボール等を使って遊べる広いグランドがあればいい。 １ 

遊び場があるのに周りの住民からの公園使用の規制がきつい。 １ 

小学生などが遊べる児童館がない!!旧幼稚園を児童館にして欲しい。 １ 

近くにプライベートでも遊ぶくらい仲よしな友達がいない。 １ 

真夏真冬の遊び場がない。特に夏の猛暑に公園も無理なので夏休み等の遊び

場がない。 
１ 

大人の監視の目が厳しい。 １ 

熊などの野生動物が出て危ない。 １ 

公園がつぶされて集会所になっている。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=268】 (％)

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思いきり遊ぶための十分な広さ
がない

遊具などの種類が充実して
いない

不衛生である（トイレが汚れてい
る、ごみが散乱している等）

いつも閑散としていて寂しい感じ
がする

自然が少ない

遊び場やその周辺の環境が悪く
て安心して遊べない

遊び場の周辺の道路が危険で
ある

遊び場に行っても、子どもと同じ
年くらいの遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

無回答

25.7

69.4

34.7

41.4

4.9

3.4

3.4

6.0

11.9

4.9

7.8

7.1

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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（５）問 26 和木町では、英語教育に力を入れていますが、以下の取り組みに対してどのように感じてい

ますか。（n=268）SA 

すべての取り組みで「ほぼ満足」が最も高く、次いで「大変満足」と続いています。 

 

 

■子育てに対する意識、経験等について 

（１）問 27 あなたの生活の中で、「仕事」・「家事（育児）」・「プライベート」の優先度についておうかが

いします。（n=268）SA 

希望では、「家事（育児）優先」が74.6％で最も高く、次いで「プライベート優先」が 15.7％、「仕事優先」が7.1％

と続いています。また、現実では、「家事（育児）優先」が 62.7％で最も高く、次いで「仕事優先」が 34.0％、「その

他」が 1.1％と続いています。 

 

①希望                         ②現実 

               

＜希望：その他回答＞                 ＜現実：その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

家事(育児)とプライベートのバランス １ 

どれも優先 １ 

子どもと遊ぶ時間 １ 

 

（２）問 28 最近、マスメディア（テレビ、新聞等）で、児童虐待について取り上げられていますが、あ

なたの身近なところで、子どもの虐待を見たり聞いたりしたことがありますか。（n=268）SA 

「ない」が 82.1％で最も高く、次いで「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある」が 15.3％、

「かなりある」が 1.5％と続いています。 

 

 

 

【n=268】
大変満足 ほぼ満足 やや不満 大変不満 無回答

(％)

凡例

①ＩＣＴ（電子黒板）を活用した授業

②ＡＬＴ（外国語指導助手）を活用した授業

③オーストラリアホームステイ（中学３年生対象）

④英検・ＴＯＥＩＣの検定費用助成

22.8

31.0

30.6

45.1

62.3

58.6

53.0

47.4

8.2

5.6

9.0

2.2

1.9

0.4

1.5

4.9

4.5

6.0

5.2

7.1%

74.6%

15.7%

1.1%1.5%

268

仕事優先

家事（育児）優先

プライベート優先

その他

無回答

34.0%

62.7%

0.4% 1.1%1.9%

268

仕事優先

家事（育児）優先

プライベート優先

その他

無回答

1.5%

15.3%

82.1%

1.1%

268

かなりある

虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある

ない

無回答

内 容 類似回答数 

仕事と育児が同じくらい優先 １ 

子ども １ 

家事 １ 
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◇問 28 で「かなりある」・「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある」と答えた方のみ 

（３）問 28-１ それはどのような状況でしたか。（n=45）MA 

「大声でしかる、ののしる」が 57.8％で最も高く、次いで「感情的な言葉を子どもに投げかける」が 46.7％、「子

どもたたいたり、つねったりする」が 22.2％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

冬に外の水道で子どもが頭を濡らしていた。 １ 

1 人の子どもの話ばかりして、上の子には厳しい。態度が悪いから

と、学校から帰ってきても家の鍵をしめて入れていない。 
１ 

泣き声が激しい。 １ 

小さい幼児の一人歩き。 １ 

親に対し必要以上に気を遣っている。汚れた服装や身なりに合わな

いサイズの衣類やくつなど。 
１ 

夜中まで子どもの声が聞こえたり、騒ぎ声がする。お昼になってもパ

ジャマの子どもが外をのぞいて物を投げている。 
１ 

 

（４）問 29 あなた自身は、子どもに対して虐待をしていると感じたことはありますか。（n=268）SA 

「ない」が 70.9％で最も高く、次いで「後でふりかえって虐待だったと思ったことはある」が 25.7％、「ある」が

1.1％と続いています。 

 

【n=45】 (％)

子どもをたたいたり、つねったり

する

厳しくしつけをする

食事を長時間与えない、子ども
を長時間放置する

大声でしかる、ののしる

感情的な言葉を子どもに投げか
ける

病気になっても病院に連れてい
かない

子どもの体に青あざや傷がある

子どもが大人を見ておびえる

その他

無回答

22.2

20.0

20.0

57.8

46.7

4.4

4.4

17.8

13.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

1.1%

25.7%

70.9%

2.2%

268

ある

後でふりかえって虐待だったと思ったことはある

ない

無回答
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（５）問 30 あなたが子育てをする上で、不安に思うことや悩んでいることは何ですか。（n=268）MA 

「子どもの友達づきあい（いじめを含む）に関すること」が 30.6％で最も高く、次いで「子どもの教育に関するこ

と」が 29.9％、「子どもと一緒に過ごす時間を十分にとれないこと」が 28.0％と続いています。 

 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

学校・幼稚園の行事が多すぎて、休むことができず、係・役員のため休

みをとるため、自分の子の参観日に全く行けていない。 
１ 

岩国に引っ越しを考えているが、子どもを転校させたくはない。 １ 

この先の SNS との付き合い方。 １ 

体力。 １ 

PTAが負担。 １ 

うつ病なので影響がないか心配。 １ 

 

 

【n=268】 (％)

子育ての方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもと一緒に過ごす時間を十分にとれ
ないこと

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

子どもの教育費が負担になっていること

子どもの友達づきあい（いじめを含む）に
関すること

子どもの登校拒否、不登校などの問題に
ついて

仕事と子育ての両立がうまくできていな
いこと

子育てに時間をとられ自分が自由に過ご
す時間がないこと

子育てに関して話し相手や相談相手が
いないこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協
力が少ないこと

子育てに関しての意見が配偶者・パート
ナーと合わないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手
伝ってくれる人がいないこと

同じ子育て仲間との交流の機会・場所が
ないこと

自分の子育てについて親族・近隣の人・
職場など周りの見る目が気になること子育てのストレスがたまって、子どもに手
を上げたり、世話をしなかったり
してしまうこと

子どもを安心して遊ばせることのできる場
所が少ないこと

その他

無回答

6.7

14.6

28.0

18.3

15.3

29.9

14.6

30.6

4.5

12.3

13.8

1.1

11.2

9.3

9.7

4.9

4.1

4.1

21.6

2.2

13.4

0.0 20.0 40.0 60.0



 

31 

（６）問 31 あなたは、子育てに関する悩みや不安を誰（どこ）に相談していますか。（n=268）MA 

「その他の親族（親・兄弟姉妹など）」が 69.0％で最も高く、次いで「配偶者」が 65.7％、「職場の人」が 29.1％

と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

友人 14 

ママ友 ２ 

臨床心理士 １ 

相談支援員 １ 

ソーシャルカー・カウンセラー １ 

放課後デイサービスのスタッフの方 １ 

 

 

 

 

 

 

 

【n=268】 (％)

配偶者

その他の親族（親・兄弟姉妹など）

近所の人・地域の人

職場の人

こども園等や学校の保護者

こども園等や学校の先生

子育て支援センター

保健相談センター

民生委員・児童委員

民間の電話相談

家政婦・ベビーシッター

インターネット（フェイスブックなど、Ｓ
ＮＳ上の知り合い・つながり）

その他

相談相手がいない

相談することがない

無回答

65.7

69.0

23.5

29.1

11.6

15.3

0.0

1.1

0.4

0.0

0.0

2.2

8.2

1.9

3.4

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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（７）問 32 町内の子育てに関する相談体制について満足していますか。（n=268）SA 

「満足している」が 23.1％、「満足していない」が12.3％となっています。 

 

 

■和木町で子育てを続けることについて 

（１）問 33 今後も和木町に住み続けたいと思いますか。（n=268）SA 

「思う」が 65.3％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1%

12.3%
60.8%

3.7%

268

満足している

満足していない

わからない

無回答

65.3%7.5%

24.6%

2.6%

268

思う

思わない

わからない

無回答
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◇問 33 で「思う」と答えた方のみ 

（２）問 33-１ 住み続けたいと感じる理由は何ですか。（n=175）MA 

「医療費が中学校卒業まで無料」が 73.7％で最も高く、次いで「学校給食費が中学校卒業まで無料」が 72.6％、

「両親、親戚、親しい人が町内に住んでいる」が 41.1％と続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

持家のため。 11 

まわりに自然があふれているから。 １ 

病院、スーパー、銀行など、年を取っても徒歩で生活に必要な物がそ

ろうから。 
１ 

子どもの友達がたくさんいるので。 １ 

子どもが今の環境になじんでいる。 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【n=175】 (％)

自分や家族の勤め先が町内
にある

両親、親戚、親しい人が町内
に住んでいる

公園などの環境に恵まれて
いる

学校、教育・保育施設が
新しい

学校給食費が中学校卒業ま
で無料

医療費が中学校卒業まで無
料

妊婦・乳幼児健診が充実して
いる

子どもが安全でのびのび学べ
る環境である

通勤・通学など交通環境が
便利

近所の人が温かい・やさしい

その他

無回答

28.6

41.1

8.6

32.6

72.6

73.7

7.4

19.4

36.6

29.1

8.0

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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◇問 33 で「思わない」と答えた方のみ 

（３）問 33-２ 住み続けたくないと感じる理由は何ですか。（n=20）MA 

「買い物や遊びに不便」が 35.0％で最も高く、次いで「自分や家族の勤め先が町外にある」が 30.0％、「両親、親

戚、親しい人が町外に住んでいる」「まちに活気や魅力が感じられない」「子育てをする環境がよくない」が 25.0％と

続いています。 

 

 

＜その他回答＞ 

内 容 類似回答数 

フルタイムで仕事をする親に対して、優しくない。 １ 

臭い。 １ 

独特の雰囲気で、親同士の交流で子どもが自由に友達を作れなくな

っていて、かわいそうに思う。 
１ 

 

【n=20】 (％)

自分や家族の勤め先が町外に
ある

両親、親戚、親しい人が町外に
住んでいる

自然が少なく、環境がよくない

職場が少なく、働き口が見つから
ない

買い物や遊びに不便

図書館などの教育・文化施設が
整っていない

通勤・通学など交通環境が不便

家賃や住宅面積など、住宅事情
がよくない

まちに活気や魅力が感じられ
ない

各種医療施設が整っていない

近所づきあいがわずらわしい

子育てをする環境がよくない

その他

無回答

30.0

25.0

0.0

5.0

35.0

15.0

15.0

10.0

25.0

10.0

20.0

25.0

20.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0
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（４） 問 34 和木町が取り組んでいる以下の項目について、最近５年間で「よくなったと思う」項目

と、「今後も特に重要だと思う」項目について教えてください。（n=268）MA 

①よくなったと思う項目 

「保育サービスの充実」が 28.7％で最も高く、次いで「幼児教育の充実」が18.3％、「子どもの健やかな成長へ

の支援」が 17.2％と続いています。 

 

 

 

【n=268】 (％)

家庭での保育を対象とした支援

保育サービスの充実

就学児童の居場所づくり

子どもや母親の健康の確保

子どもの健やかな成長への支援

子どもの生きる力の育成に向けた教
育環境の整備

次代の親の育成

幼児教育の充実

安全・安心な道路交通環境の整備

安心して遊び、生活できる環境づくり

多様な働き方に対応した子育て支
援の展開

子どもを交通事故から守るための交
通安全教育の推進

子どもを犯罪等の被害から守るため
の活動の推進

犯罪、いじめ等により被害を受けた
子どもの立ち直り支援

児童虐待防止対策の充実

母子家庭等の自立支援の推進

虐待被害にあった子どもの保護の
推進

就労と子育ての両立を支える支援

子どもの健やかな育成を支える対個
人給付・サービスの実施

すべての子どもの健やかな育成の
基盤となる地域の取組の推進

無回答

10.4

28.7

16.0

16.4

17.2

9.3

4.9

18.3

13.1

7.8

6.0

16.4

12.7

3.4

3.4

7.1

2.2

7.1

10.8

11.2

38.8

0.0 20.0 40.0 60.0
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②今後も特に重要だと思う項目 

「安心して遊び、生活できる環境づくり」が 32.5％で最も高く、次いで「子どもを犯罪等の被害から守るための

活動の推進」が 30.6％、「就学児童の居場所づくり」が 30.2％と続いています。 

 

 

【n=268】 (％)

家庭での保育を対象とした支援

保育サービスの充実

就学児童の居場所づくり

子どもや母親の健康の確保

子どもの健やかな成長への支援

子どもの生きる力の育成に向けた教
育環境の整備

次代の親の育成

幼児教育の充実

安全・安心な道路交通環境の整備

安心して遊び、生活できる環境づくり

多様な働き方に対応した子育て支
援の展開

子どもを交通事故から守るための交
通安全教育の推進

子どもを犯罪等の被害から守るため
の活動の推進

犯罪、いじめ等により被害を受けた
子どもの立ち直り支援

児童虐待防止対策の充実

母子家庭等の自立支援の推進

虐待被害にあった子どもの保護の
推進

就労と子育ての両立を支える支援

子どもの健やかな育成を支える対個
人給付・サービスの実施

すべての子どもの健やかな育成の
基盤となる地域の取組の推進

無回答

14.2

22.4

30.2

11.2

16.0

19.8

12.7

19.4

29.5

32.5

21.6

22.8

30.6

10.4

9.3

4.9

6.0

23.5

6.7

10.4

15.3

0.0 20.0 40.0 60.0
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（５）問 35 その他、町の施策に関するご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。 

①子育てしやすい環境づくりなど 

・フルタイムで働きながら子育てするには厳しい町だと思います。（保育園やわきっこの利用時間が短い。ファミリ

ーサポートがない。病児保育施設が遠い。）共働きでしっかり納税している家庭がきちんと支援が受けられるよう

な施策にしてあげて欲しい。 

・フルタイムで働く親に対して、やさしくないと思います。役員、係など負担が大きく、子どもの成長を（学校や幼

稚園での様子）を見ることすらできません。高学年だから家で一人で大丈夫とか、もし何かあった場合、町や学校

が責任をとってくれるのかというところです。子育て充実というのであれば、もっと働く親にも安心して仕事が出

来る様、放課後教室の時間、人員の充実をして頂きたい。 

 

②子育て支援サービス 

・昔は、和木町は子育てサービスが充実していたが、今は岩国市の方が医療費、給食代も含め、サービスが充実している。

アンケート結果などを含め、分析して頂き、変化が必要なところには恐れずに新しいものを取り入れ、改善して欲しい。 

・子どもたちを塾に通わせている家庭が大変多いと思います。私も週1 回行っていますが、送迎や塾代の負担を考えると

大変です。熊本県に住んでいる妹の学校では放課後に安い料金で英語など教えてもらえるそうです。そんなシステムが

あれば学校が終わって直ぐに子どもだけで参加できるのでとても家庭にとっても助かると思います。（安全面なども）放

課後を利用して外部講師などによる色々な塾をして頂けるようになればとてもうれしいです。どうかご検討下さい。 

・和木では中学校まで給食費が無料となっていますが、和木中以外の中学校に通っている人にも給食費を補助しても

らいたい。 

・わきあいキッズの取組は大変ありがたいです。いろんな学年と仲良くなれます。児童館が和木町にあれば子どもた

ちの居場所作りのため、良いのですが、難しければわきあいキッズが週 3 回など参加できる日数が増えるとうれし

いです。回数が増えたら有料でも参加させたいです。 

・和木町はファミリーサポートセンターがありません。緊急時や夜間、また、土日等でも対応ができるような仕組み

が必要と思われます。まずは、ファミリーサポートセンターを設置し、支援が必要な人と支援できる人をマッチン

グさせ、近くに頼れる家族、親戚がいない世帯でも安心し、子育てができる環境を整えることを早急に進めて頂き

たいです。「子育てにやさしい町」とうたっている町であるのに、ファミリーサポートがないのは大変矛盾してお

り、恥じるべきところだと思います。 

・長期休暇中の昼食代は出しますので、食べなれた給食センターの食事を提供して下さい。働く親をサポートして下さい。ど

この管轄とか関係なく子育て世代をサポートして下さい。（ちなみに岩国市は一人産んだら10万円支給です） 

・乳幼児から小学生までがしっかり遊べる場がもっとあればと思います。こども園ができたので、子育て支援サービ

スの充実、幼児の目標・目的を持った保育がまだまだ必要ではないでしょうか。最近の小学生、幼稚園年長児を見

ると、運動能力の低下を感じずにはいられません。よりよい遊び場の確保、こども園・小学校の指導・援助と共に、

家庭でも取り組める活動があれば取り組んでいきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

③医療サービス、病院サービスについて 

・和木町に病児保育の施設があればと思います。 

 

④子どもの教育について 

・園小中一貫教育を実施していると言われていますが、たまに交流するくらいでは足りないです。もっと日常的に関

わらせて下さい。中学校とこども園が隣になりましたが、その立地を生かせることを組み込めましたか。「生きる

力」を育むために、同世代だけでなく多世代に「知っていて、気に入っていて、信頼している知り合いをできるだ

け多く作ること」ができる機会を子どもたちに提供して下さい。 

・子どもの心を育てるには日頃から共に遊び、一緒に居られる場所作りが大切だと思います。（体を使って遊べる所）

育てる上でまず考えるのは遊ぶ場所が近くにあるかどうかだと思います。そうでなければ、高校のことを考えると

岩国に住むことを選ぶのではないでしょうか。お店がないので、外へ出なければならない不便さそれでも居たいと

思わせる安心が欲しいです。 

・まずは小さなことから変えていって頂きたいです。幼小中の連携、とうたいながらも例えば参観日であったり、時

間の折り合いがいつも悪いなと感じてしまいます。参観時間（幼稚園）と下校時刻が重なるとゆっくり見たくても

見れません。小さいことからお願いします。 
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⑤公園・遊び場について 

・公園が少ないので、子どもたちが遊ぶ場所がありません。瀬田の公園がなくなり困っている状況です。幼稚園の跡

地を是非公園として残して下さい。蜂ヶ峯公園も遊具がなくなっていて、子どもの体力向上のために大竹市の公園

に月に 2～3 度連れて行っています。逆上がりができない子どもが多いのはとても深刻な問題だと思います。 

・子どもたちのボール遊びをする場が減っている様です。道路が近い公園であればネットを付けるなどできるだけ外

でボール遊びができる環境づくりをお願いしたいです。特に幼少期は最もボールを使った運動能力が伸びる時期だ

と言われています。子どもたちの体力向上のため、よろしくお願いします。 

・蜂ヶ峯公園の遊具が老朽化しているので、子どもたちが安心して遊べるように直してほしい。スケートボードパー

クも全く整備されていなくて使えない。ホームページで使われている写真と全く違うし、県外から来られる方もい

るので直してほしい。 

・町内の公園の設備が充分ではない。大竹の晴海のような大型遊具を和木町でもぜひ取り入れて頂きたい。ボール遊

びができる公園も少ないので、幼稚園跡地などで遊べる所を増やしてもらいたい。 

・公園が少なくなってきたので、もう少し屋外で安全に遊べる場所があると嬉しいです。 

・子どもたちがもっと自由に伸び伸び遊べる公園、遊具を充実させてほしい。公園の遊具が少ない。 

・蜂ヶ峯公園の遊具を充実させてほしい。 

・公園の遊具を撤去後、新しい遊具が追加されない。どんどん子どもが遊ぶ公園が寂しくなってきている。 

・ボールを使って遊べる場所が少なすぎる。蜂ヶ峯は広いが和木地区の子が平日の放課後、子どもだけで行くには遠

いし、大変。日頃から体を使って遊ばないから怪我をしやすくなったり、人とのコミュニケーションが上手くとれ

ない子どもが増えるのではないか。 

・公園が少なく、ボール遊びができるのは、あけぼの公園のみ（和木町）なので、旧幼稚園、保育園、体育館横のテニス

コートの空き地などを広い遊具も備えたボールを使用できる公園にしてくれると和木町の魅力がアップすると思います。 

・蜂ヶ峯公園は広いですが、子どもだけではバスで行くのは難しいです。特に低学年。 

・蜂ヶ峯公園の整備をもっとしてほしい。遊具の老朽化、雑草多すぎ。 

・子どもの遊び場の確保は急務。スポ少は心身の健全とうたっているが、試合や練習試合で土日も他の経験をさせら

れない状況にあるため、入部させたくても入部させられない。 

・公園の遊具が古くて遊べる場所が少ないので、蜂ヶ峯公園も含め、未来を背負う世代が住みやすいような街づくり

をしてほしいです。 

・ボール遊びができる公園が少なく、小学生の遊び場がなく困る。 

・子どもがボール遊びが好きだけど、近くにボールを使用できる公園がない。蜂ヶ峯で遊べる遊具が少なく楽しめない。 

・幼稚園の跡地を子どもが遊べる公園として整備してほしい。（ボールの使用もＯＫとしてほしい。）低学年の子があ

けぼの公園まで行くのは遠すぎるので。 

・子ども達がのびのびと遊べる場所が少ない。礼儀も必要だが、子どもらしいエネルギッシュさ（もっとのびのびと）

が少ない気がする。 

・子ども達の安全な遊び場の無い問題点。 

・公園が古くて遊具も充実していないので、整備してほしいです。 

・どんどん公園が減っていき、遊具がなくなっていき、なくなったものは復活せずで、子どもの遊び場が少なすぎるのが残念

です。休日なら周辺の公園や遊び場等に足を伸ばすことができますが、平日は難しいので、平日町内でしっかり遊べる遊具

の充実した公園の増設を願います。ボールを使ってもいい施設がもっとあってほしいと、常日頃子どもが言っています。 

 

⑥こども園のサービス内容について 

・幼稚園での親の負担が多すぎます。 

・小学校に対して、せっかくこども園として再スタートしたこども園の方は親への負担が大きすぎます。保育所とし

ての機能もあるということは働く親がたくさんいるということ。子どもが小さいのは自分達も分かって預けていま

す。もう少し理解あるといいと思います。近隣のこども園より行事が少なく平日、先生方の負担が大きいのも分か

りますが、働きながら役員するのは厳しいです。 

・幼稚園の教育をもっとしっかりしてほしかった。保育料が安いから仕方ないと諦めていましたが、もし無償となる

のなら和木幼稚園には通わせないと思う。こども園になり外観はきれいになったので、今後も子どもを通わせてよ

かったと思えるような園になってほしい。 
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⑦放課後児童クラブについて 

・長期休業中のわきっこクラブ：仕事に遅れるので、7 時半過ぎにやむを得ず玄関付近に子どもを置いていきますが、

8 時の開室まで安全面が不安です。 

・放課後、子どもが居れる所が少ないと感じます。コミュニティセンターに児童館のような部屋を作るとか、小学生

が利用できるボードゲーム、将棋を教えてくれるなど、気軽に利用できるとありがたいです。和木町は住みやすく

て子育てしやすいと感じています。これからも期待しています。 

・わきっこクラブの利用開始時間を 7 時30 分からにしてほしいです。（長期休みの日）長期休みの時、わきっこク

ラブの昼食を給食にしてもらいたい。有料でもかまいません。 

・幼稚園（現、こども園）までは 7 時30 分から預けることができ、仕事に行くことができていました。わきっこク

ラブでは 8 時からなので大変困っています。利用料が高くなったとしても 7 時 30 分から受け入れをお願いした

いです。春、夏、冬休みの間。周りの保護者の方も同様に困っておられる方が多くいらっしゃいます。 

・わきっこクラブについて育休中は利用できないという制度が困ります。特に長期休暇中（夏休み）は、暑すぎて外

で遊べなかったりすると乳児を連れて外に出るのも難しいし、遊ぶ場所が町内にないので大変です。低学年だけで

も育休中も預かって頂いたり、長期休暇の時だけでも利用できるようにして欲しいです。 

・児童館をもっと充実させてほしい。そこで様々なワークショップを行ったり、運動施設を設けたり、ＩＴにも力を

入れてほしい。そもそも和木町に児童館はあるのでしょうか。話題にもならないのでよくわかりません。 

・町長は子育て世代に興味がありますか。わきっこに子どもを預けて働いている中で、夏休み、冬休み、春休みのお弁

当作りは大変です。どうして給食センターを稼働して提供してくれないのですか。こども園の以上児に作っているの

だからわきっこに来ている子の分も作れるのではないですか。前回お話にあったお弁当、見ました。酷い内容でした。

3～4 年生には全然足りないでしょう。本当に子どもを大切にしているとは思えない対応にがっかりしました。 

・放課後児童クラブに入れない場合の代わりのサービスが必要ではないか。全学年対象であるのに、「入れません」

の一言で終わりでは困る。放課後児童クラブには入れないが、代わりにこのようなサービス（居場所）があるとい

う案内（もしくは案内できる施設）が必要だと思う。結局、子どもは帰宅後、ブラブラしており、心配である。た

くましくはなったかもしれないが、他の親御さんに迷惑をかけているような気がする。 

・岩国駅裏にある児童館（子ども館）のような充実した施設ができると嬉しい。和木だと雨の日は遊ぶ所がないので。

ファミリーサポートセンターも和木にはないのでは。 

・以前、わきっこクラブを利用していましたが、一部の先生達の高圧的な態度等に不信感がありました。今後のため

にも改善を望みます。 

・こども園に合わせ、わきっこの時間も延長してほしいです。5、6年生もわきっこの利用ができるといいなと思います。 

 

⑧小学校教育 

・学校行事の時、特に小学校は車を止める場所に大変困ります。自転車や徒歩が難しい地区の人達はどのようにした

ら良いのでしょうか。 

・教育に関して、和木町は閉塞感があります。もっと外と交流をしても良いと思います。英語教育などは岩国の小学

校は沢山外国の方と交流しています。正直な思いとしてはうらやましいです。 

・「緑の風薫る文化のまち」にしたいなら文化の底上げを。民度の低い家庭は任意では参加しません。強制的に絵画

鑑賞、観劇、コンサート、良いものを子ども達に見せる機会を増やして下さい。授業時間数が足りないと校長先生

が嘆いておられましたが、家庭訪問、個人懇談を全員に行う必要がありますか。希望者のみ必要だと思われる時だ

け行えばだいぶ時間数が確保できると思います。 

・ここ数年、学校行事に魅力がなくなってきたように思う。勉強も大事だし、制度の変更で仕方ないのかもしれない

が、工夫してもらいたい。 

・運動会の時など駐車場の確保をしてほしい。（元幼稚園園庭などを開放してほしい）運動会のテントは学校側で用

意保管してほしい。（地区から運ぶ手段がないのでレンタカーなどになる） 
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⑨通学路の安全性について 

・最近、よくニュースで子ども達を巻き込んだ事故、犯罪などを耳にします。交差点のガードレールなどをもう一度

見直し、登下校の見守り運動などより一層継続的に続けていってもらいたいです。 

・通学路になっている信号のある横断歩道は歩車分離式にした方がいいのではないでしょうか。 

・和木 5 丁目の歩道が少なく、車の通りが多いので登下校が不安です。特に近隣に「こども 110 当番」の家が1 軒

しかなく、冬は暗くなると外灯が少なくなるので、犯罪や交通事故等不安です。 

・関ヶ浜は学校まで遠くて、夏の下校時はとても暑くて熱中症などが心配です。町ではどう考えているのでしょうか。 

・横断歩道で子どもが待っていても車が止まってくれないので、安全に運転する様、広報してほしい。 

 

⑩その他 

・災害時に避難する場所も遠いので近くにあると助かります。 

・教育委員会の職員の方がよくバイクで和木、大竹周辺を日中走り回っているのをお見かけします。岩国や廿日市で

も見かけたとお聞きすることがあります。本当によくお見かけするので気になります。岩国は分かりますが、県外

の大竹、廿日市はお仕事なのでしょうか。 

・和木で育った子どもが継続して和木町に住んでもらえるようにすることが必要（定住化）。和木町に住み、働くこ

とができる職場が増えるといいなと思います。 

・セブ島の留学やインブリッシュキャンプなど、応募多数の場合「選抜もしくは抽選」と選ばれる基準が不明確。せ

っかく税金で勉強させるのであれば、英検取得級上位や英語による面接などで選ぶなどして欲しい。そうすれば本

当に税金で勉強したい子がしっかり前向きに取り組め、納めた税金が無駄にならないと思う。 

・毎回、所得制限で各種制度の対象外もしくはかなりの減額をされてしまいます。子育て中のしっかり働いている世

帯へも例えば高校授業料補助など、国の制度からもれた世帯へも優しくして頂けると転入者も増えると思うのでよ

ろしくお願いします。 

・ＰＴＡや父兄の行事に力を入れていてすごいと思いますが、その感覚についていけません。 

・一年前に引っ越して来たばかりなので、上記の項目に関することはよく分からない。 

・バドミントン教室の日数を増やしてほしいです。 

・小学校の不審者等の対応はすばらしいと思います。また、必ず保護者からのアンケートの対応が目に見えて分かる

よう実行されていくので、先生方の努力の賜物だと思います。 

・不審者の活動を防ぐために防犯パトロールとカメラの設置をしてほしい。 

・今回のアンケートは、夫の仕事の都合で和木町に在住、実家遠方の専業主婦にはなかなか解答しづらいものでした。

和木町は地元の方が多いので、いいと思いますが。 

・せっかく岩国基地が近くにあるから、英会話（文法優先ではなく、コミュニケーションを優先した教育）の機会を

もっと作ってほしい。 

・道路交通環境の不備。 

・和木は道路が狭く家が隣接して建っていると思いますが、それでも平気で家の前でボール遊びをする子どもが多い。

ボール遊びをする場所が少ないのか。スポーツを教える、習うところで教えてないのか。（車の近くでボール遊び

をしないように等）家の車にボールを当てられていて正直不愉快です。 

・幼小中の連携行事がたくさんあると良い。こども園の遠足も保護者の見守りではなく、中学生と遠足など工夫ある

取り組みにしてください。 

 


